
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『パンダともだちたいそう』 

いりやまさとし/作  講談社 

 

  「パンダともだちたいそう はじめ！」ピーッ！ピ

ッ！ 笛の音に合わせて、２匹でおにぎり、３匹でめ

がね、４匹で…？ ともだちがどんどん増えて、白と

黒のもようがいろんなものに大変身します。 

がんばる仲良しパンダの表情が愛らしく、親子で

一緒にまねしても楽しい絵本です。ひとりでもでき

る『パンダなりきりたいそう』もありますよ。 

『ねこってこんなふう？』 

ブレンダン・ウェンツェル/さく、石津ちひろ/やく 

講談社 

 

ながいしっぽをピンと立て、ねこは今日も歩きま

す。人間から見たねこ、金魚から見たねこ、ネズミ

から見たねこ、ノミから見たねこ……。同じねこで

も、違って見えることが不思議！  

動物の見ている世界が、想像力豊かに描かれた科

学絵本です。 

『オニのきもだめし』 

岡田よしたか/さく  小学館 

 

ある晩、２人のオニが暗い夜道を歩いていると、

ろくろっくびがあらわれて、オニたちを怖がらせま

す。その後も次から次へとあらわれるおばけたち!?   

「オニ」「おばけ」「きもだめし」と怖い要素がいっ

ぱいのはずなのに、関西弁で話すオニの掛け合いが

小気味よく、最後までおもしろいですよ。 

『ごちそうの木』 

ジョン・キラカ/作、さくまゆみこ/訳  西村書店 

 

日照りで食べ物がなくなった土地に、たくさん実

のなる大木がありました。お腹がへった動物たちは、

賢いカメにどうしたら実を食べられるかを尋ねにい

きます。そこでカメが教えた方法は？ 

作者自身が生まれ育ったタンザニアの昔話をもと

にした絵本です。 
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『ひだりみぎ』 

新井洋行/作  KADOKAWA 

 

「ひだり」「みぎ」がわからなくても大丈夫！「ひ

だりてでこねこをなでなでなで、みぎてでおふろを

ちゃぷちゃぷあちっ…」と絵本を読み進めながら、

繰り返し「ひだり」「みぎ」を体験できる絵本です。 

遊びながら「ひだり」「みぎ」が自然と身につく、

楽しい“ファーストブック”です。 

『エスカレーターとエレベーター』 

月刊かがくのとも ５６４号 

小輪
こ わ

瀬
せ

護安
もりやす

/さく 福音館書店 

 

  エスカレーターとエレベーターは、どちらも私た

ちを高い場所まで運んでくれます。デパートに買い

物に来たさんたろうくんと一緒に、ひみつを探って

みましょう！それぞれ得意なことがあるようです

が、それは何でしょうか。のり方の説明もあるので、

エスカレーターにのれないお子さんと一緒に読んで

みてください。 

『スーパートラック』 

スティーヴン・サヴェッジ/さく、金原瑞人/やく 

講談社 

 

街は元気な車でいっぱいです。今日もそれぞれの

仕事をこなしていきます。しかし、ある日雪がどん

どん降り積もって、車たちが動けなくなってしまい

ました。そんな時、ある車が…。すっきりとした絵

と簡潔な文章なので、読み聞かせなら２歳頃から、

一人読みなら５歳頃から楽しめます。 

『きょうのおやつはなんだろな？』 

ふじもとのりこ/作・絵  鈴木出版 

 

きれいな色の、さつまいも、にんじん、とうもろ

こし…。さあ、どんなおやつができるかな？ 「ママ

がおいしくしてくれる」「ママのおやつがだーいす

き！」のくり返しが心地よく、どんなおやつが出来

あがるのかわくわくしてきます。 

素朴でやさしいタッチの絵が、毎日のおやつを魅

力的に伝えます。 

『どででんかぼちゃ』 

 いわさゆうこ/さく  童心社 

 

「しゅるしゅる どんどん つる どんどん」リズミカ

ルな言葉にのせて、楽しみながら、かぼちゃの成長が

見られる絵本です。迫力のある絵にひき込まれ、いろ

いろな種類のかぼちゃがあることに驚かされます。裏

表紙に描かれた実物大の「たね」は、本物とくらべて

みたくなりますよ。やさいの新しい発見をみんなに自

慢したくなるシリーズです。 

 

『なんにもせんにん』 

唯野元弘/文、石川えりこ/絵  鈴木出版 

 

仕事もせず、遊んでばかりいる若者が、あるとき

小さな男が入っているつぼを拾いました。若者が毎

日遊んでいると、男はどんどん大きくなり家に入れ

なくなってしまいます。 

山口県の昔話をもとにした、日本の民話です。 


